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This paper is one part of our studies on how we can support junior high school pupils in making themselves 
true citizens in our modern society. Pupils are learning daily that there are many people working, consuming, etc. 
They read textbooks, listen to teachers and then show that they have come to know about them in paper tests. 
But we know that their knowledge is not real. We have tried to make their knowledge real through a simulation 
program workshop activity, ‘Let’s Open a Beef Bowl (Gyudon) Shop’. In making their plans, they found there are 
many things to think of and overcome, and in this activity, they could not but test whether their knowledge is 














































































































































　100万円以下（₄名）　～ 150万円（₅名）　～ 200万円（₆名）　～ 250万円（₇名）



























































1 2 3 4




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学部 教育学論集  第60集、pp.93-125.
奈須正裕（2017）『「資質・能力」と学びのメカニズム』、東洋館
出版 .
宮城教育大学附属中学校（2017）『研究紀要　第55集』.
―――　（2018）『研究紀要　第56集』.
山根栄次（1995）「経済教育の人間像をめぐる基本問題（その₃） 
―望ましい『公共人』像―」、三重大学教育学部研究紀要
第46巻、pp.1-13.
―――　（2014）「国の累積債務1000兆円時代における中学校で
の税教育」、三重大学教育学部研究紀要第65巻、pp.175-
192.
―――　（2016）「学校における経済教育の体系（Ⅰ）」、三重大
学教育学部研究紀要 第67巻 教育科学、pp.321-335.
―――　（2017）「学校における経済教育の体系（Ⅱ）」、三重大
学教育学部研究紀要 第68巻 教育科学、pp.171-186.
（平成30年₉月28日受理）
中学校社会科におけるシミュレーションの活用と生徒の成長
- 61 -
資料₁　「事業計画書」ワークシート
宮城教育大学紀要　第53巻　2018
- 62 -
資料₂　ワークシート
中学校社会科におけるシミュレーションの活用と生徒の成長
- 63 -
資料₃　指導過程（第₇時）
教師の働き掛け 予想される生徒の反応 指導上の留意点・評価
₁　前時の学習を振り返らせ，活動の流
れや設定，条件について確認させる。
₂　本時の学習課題を提示する。
₃　前時に個人で考えた経営コンセプト
について，₄人グループで個人の考え
を発表させる。
₄　グループで話し合わせ，事業計画書
を作成させる。
（1）前時までに決めた内容について
ワークシートに記入させる。
（2）選択した場所で利益を上げるため
に，以下の項目を話し合って決め
させる。
　　◦アルバイトの雇用人数や給与
　　◦ターゲットとする顧客層
（3）₃で話し合った経営コンセプトを
基に，設定した諸条件を組み合わ
せて事業計画書をまとめさせる。
₅　アイデアをいくつか発表させる。
₆　授業のふり返りを記入させる。
₁　ノートを見返し，前時までに学習し
た内容を再確認する。
₃　友人の考えを，メモをとりながら聞
き合う。
₄　事業計画書を作成する。
◎　諸条件を組み合わせ，根拠や理由付
けが明確な提案をしている。
　「賃料が高い駅前で利益を上げるため
に，高価格の商品をたくさんの観光客
向け中心に販売する。そうすることで
牛タンのように仙台のシンボルとした
い。」
○　₄人の考えを比較したりまとめたり
しながら，妥当な組み合わせに変更し
ている。
○　妥当性のあるアイデアについて，主
張を更に強めるための根拠を探そうと
している。
○　根拠を組み合わせながら，新たなア
イデアを生み出そうとしている。
₅　他のグループの考えと自分たちの考
えとを比較する。
₆　授業のふり返りを記入する。
₁　前時までに作成した出店プランに明
確な理由付けがなされているか確認さ
せる。
◦　前時に示した出店プランの基準や方
法を確認させる。
₃　発表の後に質問をさせ，自分の考え
と比較させるようにする。
₄　経営コンセプトや企業のアピールに
ついては，金融機関に伝わるように三
角ロジックや SWOT 分析を活用する
などしてまとめるよう助言する。
◦　付箋紙等を準備し，議論を整理しや
すい環境を整える。
◦　議論が拡散し過ぎないように，項目
を選択制にしたり，変更していい項目
を決めたりするなど，ワークシートを
工夫する。
₅　事業計画書の質を高めるために更に
知りたい情報や迷った点について問う
た上で，疑問を解決するための手段と
して，ビッグデータへのアクセス例と
して RESAS を紹介する。
₆　「事業計画書づくりで考えたことは」
という書き出しで書かせる。
◦　最後に実際に金融機関の方に事業計
画書を評価していただくことを確認す
る。
出店プランを基に事業計画書を作ろう。
プラン作りで苦労したことや，考えたことを書こう。
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